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2 Kp- 9　　　　髪のカラーリングに対する鳶職　一女子学生と母親世代の対比一
小田巻淑子

（東京服飾遣形短大）

＜目的＞髪のカラーリングに対する意識は、世代間において異なると思われる。昨年の第
5 2 回大会では、女子学生の髪のカラーリングに対する意識とファッション行動について
報告した。今回は、女子学生の母親世代を対象に同様の調査を実施し、昨年の女子学生の
調査結果と対比しながら考察した。

＜方法＞首都圏在住の女子学生の母親世代8  5 名を対象とし。２０００年1 1 月から1  2
月に調査を実施した。調査内容は、カラーリング経験やその動機、髪のカラーリングに対
する意識1  5 項目（5 段階評定尺度）、カラーリングの色の好ましさ（5 色、５段階評定尺

度)、ファッション行動に対する意識8 項目（e 段階評定尺SL)、派手な色彩のカラーリン
グに対する意識、若年層や男性のカラーリングに対する意識などである。これらのデータ
は単純集計、因子分析および平均値の差の検定。相関分析などにより解析した。

＜結果＞母親世代の髪のカラーリング経験は68.2% と女子学生の89.2% より低かった。動
機については（白髪をかくすため) （若々しくみえるから）などが多く（髪が軽やかにみえ

る）（似合う洋服が多くなる）など、カラーリングに対する積極性に両者の意識の違いがみ
られた。カラーリングの色についても、女子学生の50% が経験ありのプリーチ類に対し
8.6%と少なかった。カラーリングに対する意識については。（m 端な色にすると人の目が
気になる)   （衣服と同様に髪の色も自由に変えてよい）などに違いがみられた。因子分析の

結果、ファッション性など４因子が抽出されたが、母親世代と女子学生の平均因子得点間
でt 検定をした結果、ファッション性、規範性などの因子に有意な差がみられた。

2 ｀p-10　　 フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン ド 選 択 に 対 す る 女 子 学 生 の ラ イ フ ス タ イ ル の 影 響

○ 熊 谷 伸 子

(文 化 女 大)

[目的]わｶｰ の経済不況に おいても｢ ブラ ンド愛は止まらない｣ と言われ、単一 の高級ブラン ドの売上I勁 洋

間１千4意円 を突破している状況にあ る。ブラ ンドの力への影響評価は、ファッ ショ ン産業 にとって 不可欠の要

因である。本研究では、 若い世代の代表的社会階 層である 女子学 生を対象としてブラン ド選択に対するラ イフ

スタイ ルの 影響 を明 らか にす るこ と を目 的 とし てい る。

【方 法】本研 究では2000 年10 月に女子大学生 およ び短期大学生1809  名を対象とし て､ 質問紙による留 め置き

調査法で行った調 査デー タを用いた。このデータ ソースは、文化字糎 ファッション リソー スセンターに よる。

質問内容は、ラ イフ スタイルに関する20  設問、アパレルのブラン ド88 項目に 対す る ７設問 、購買 行動に関す

る１設問な どである。解析には、主成分分 析を用いた。ライフスタイル とブ ランドおよび購買行動 との関係を

主成分 得点 を用 いて 検 討し た 。

【結 果 一考察lライフスタイルに つい て解析を行った ところ 、４つ の主成分力岫 出された 。第 １は周囲 への 同調志

向､ 第2 は 自己への探求志向､ 第８は楽天志 向、第4 は結 婚志向である。以上の主成分の累積寄 与率は､43.0%

である。主成分得 点を用いて調査対象者 を分 類し、購入したファッションブラン ドについて検討し た。その結

果、周囲への同調志向 の高い人と、低い人では購 入しているファッションブラン ドが異な ること力朔 らかにな

った。すなわち、有名ブ ランドを好む学生は周囲へ の同調を好まず、個性を求めて いることｶm 明 した。さら

に、トレンドアイテ ムの 購入時 期について、 自己へ の探求志向の高い人はシー ズン の初めにい くつ かのショッ

プを比較して購 入し、低い人はシーズン 中に 値ご ろ感のある商品を購入してい るこ とｶ 鯛 らかにな った。以上

のように個別 ブランドの選択に は、購買者の ライフスタイ ルカ惣 接にかかわ って いることｶ 朔 らかとな った。
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